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集滋じ講學科縣慧

亀なをに　 燈方の方界情の叢　 い分
離つ嚢二そが面間かのたとの此との
にて見化れ確かにら事依と化化考こ
獲卵さ獄でめら交見情つを性性へと
見をれの先ら化雑てとて見にとまに
さ産た化つれ性をど化どる付云す關
れな即性第るとしう性うのてふか係
た其ちに一の云た云と攣にだもらが
の卵鷲付のでふ場ふのるはけの斯な
ではのて間あも合行關か凡のは様くあ其種は題bのrc動係膏そ御獄なと
り年を此にまを其をゼ換三話に御も
まに催長就す見化取れれつで限考翼
究も青野て゜三性るかばのあらで話
其うす縣御　 初のもら環方りす暫の
他一るに話　め違の第境面ま他く中
此回時於し　てつで二にかすの御の
究爵にけま　．叢たあ番依ら化昆辛何
理に低るす　にもるにっ見性轟抱か
法ない我が　 化のかはでなとにををにつ溜k之　　性のぞ外どけ云も願捉
關て度のに　と闇れ界うれふあぴへ
係出で先付　云のかの云ばもるまて
して催輩て　ふ遺ら事ふなの性す自て來轡がは　も傅第惰攣らは質試分
其るす既從　の關三に化な一でもの　つ後帥るに來　 が係番依を喚髄あ其常
色ちと数も　 どはにつ受典どり積識
kn鴫其十申　んどはてけ第ん，までと
　　　　　　　　1研年簸年々　・なう違攣る一なす御し
究にかも研　 も云つ化も番もが話て　　　　　　　　　　　　　sさ二．ら前究　のふたをのはの此を知
れ化錨にさ　で風化受で翻で庭進つたすがFJ｝れ　あに性けあのあでめて
方る出謂て　 るなをたる化る申まゐ
も方て生居　かる有化か性か上すて　　b　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヤ　　　　も　　　　o

あ法典種る　 とかし性斯は斯る　
も

りが錨のの　 云此てがう外うの．－th
ま数が究で　 ふ三居選云界，云は　 支

す十蛾理す　其つる傳ふのふ特　へち　　　　　　　　　　　　　　む

尤年に法特　 本の翻の外事風に　 な

一＝一　152　一一一



て　 》、　就　に　性　イヒ　の　蟹

こで云あにをの云で此し九云九前馬
と居ふりi封書やふは雑「竃年ふ百か是
がり風ましふつこな種一にご六らば
出まにしでのたと喚の代はと年能外
來す外で優は材を即結目マをにく界
なが界印性闇料言ち果のツ嚢違分の
か礎の度で違につ皆は化ク見つつ事
つ來事のあつ依て様非性ラさたて情
たの惰デるてつ居御常がケれ化ゐと
の研と3と居て義承に億ンま性典化
で究化と云る考所知複親としのぞ性
あだ性云ふ是へがの雑に云’（1もれと
りけのふ異はた千メに似ふ外のか云
まで關人つ矢結九ンなる女山のらふ
すは係塔た張果百ヂつとの先闇第こ
ど鎧にれ解りか＋リて云學生に三と
言の於か繹メら年ズ來ふ者は雑番に
ふ化てらをン麦にム竃こ瑛此種目付
の性もグ致デ史なに化と一現をのて
はが花レしルがb從性は化敦捻間の
色果性ゴまのメまつと矢慧をへ題一
kしのルし法ンして云張と母る唾部
のて愚ζ㍗則デ竃化ふり二親ζも分
學ど傳興共にルキ性も外化i瞳其うの
者んの他他從のヤとの山獄傳一故こ
がな方日遣ふ法ツ量は博とと代人と
やも面本傳べ則スふ一士の名目にで
らのに饗のきにルも定と雑付のなあ
れでしもこも從とのの同種け種らり
たあてやとのつ云が法じをらはれま
結るもらにででふ遺則結i艀れ必たす
果か礎れ付あ遺學傳に果へてす外カミ
其と來驚てつ傳者す從をて居母山兎
も云色人はてしがるつ得遺り親博に
のふkも色一二な此もでて傳まの士角
歎本とあ々化V・マの逡居の亥化カミー
字盟研りや性とツで傳る關其性既部
共は究まつが云クはすの係後にtc分
も伺はす把：：ふラなるでを千似西は
の掴さ斯人化こケいもす研九る暦臨
にむれうが性とンとのカミ究百と千に
　　　　　　＿工53岬



集演講學科縣鎧

となて其究紳設來つ響たの　とかは
にい参塵すの備な以を結事特云ど少
致程りにるもをか上受果情にふうし
し度ま目にのしつのけ数に第やかの
まにし的はでてた原て字依三う叉間　　　　サ　　　　　　カす試てを外あ其と因出をつ番な其違゜駒4得界る瓢云にて得て目黙試ぴ
　の日らのかでふ依來た非のを験も
　結でれ事ど遣嫌つたと常間考にあ
　果はる情う憾がて数しに題へ使り
　が省講iかかのあ出字てi攣自1るつま
　あ全でらをなりてで其化ちとたせ　　　　　　　　　　　　　’　が部あ出試いま來あ数を遣聯材ぬ
　つをりて駿やす陀る字受傳か料が　て　解　ま　來，し　う　設結か　が　け　の疑が　頁

　居決すたてにに果と果る關間果共　　　｝　bしで結かし化を云しも係をし試
　また私果らて性只ふてのの懐て験
　す課もとで試の一麗選で方か純の
　かで前遺な駿問っ別傳あにな粋や
　らはか傳けを題のが的b就けなり
　極あら的れしをもはにまてれ研方
　くり今にばなやのつHziす考ば究に
　其ま申出研けるときてかへな材付
　大せ上て究れにしり來らまら料て
　要ぬげ來にぱ付てした例すぬと其
　だがたた着なて蕎な結へにのし設　け碧三結手らはへV・果ば』でて備
　　　　　　　1　　　　　　

｝

　を様つ果はぬ特て即の遽艘あ適に
　豫にのを出便にゐち敬つ獄り當於
　定御方は來ふ自た從字たのまなて　の報面つな材分興來で化化すも果
　時告かきLtl料達爲のあ性性゜のし
　間申らり3〈．ものに研るのと　でて
　だ上始匪第十満i適究か間云　あ理
　けげ絡別三分足切で或にふ　つ想
　申て試しの吟すなはは難も　た的
　上差験て問味る解違外種の　かに
　げ支を初題しだ羅つ界をは　 ど行
　るへ進めをてけがたの齢外　 うつ
　このめて研純の出二影へ界　かた

一e夏54－一一



．てい就に性化のxe

國　　すのす璽にな’然力1云面　　一
の此　　外暑庇ね一條の温へか先
現四　界い多る回件氣度嘆らづ
歌化　 の國化のだを温を一・話只
で獄　事で懲をけ加のか化を今
はは　　箭はの二鰐へ下け悸遜申
實告　とも中化つなでたごめ上w。、e

塁讐懲蟹轟＄皇論盆麗禦醤轟癩睾
居ん　のるる回ちにさせ化話序情
らな　　御魔の以一・やせた雄のに　と
盗為鍾歪茜毒舞婁美9萱碁鴛募

さか　のがけ重だれ温人分日番
なま　に義でねけるのエけ本目
繭だ　 si｝があるを匿下的急にに
で御　づ國りの現別での此は嘆
あ覧　 四にまをは其獄條1冤化外
Dに　化於す多す天を件別性界
まな　獄て麦化を然飼をは上の
しら　のは那獄一のつ少段ど事
てな　 御四と薪化儘てしkん情
慈い　 話化かう獄に種も御なと
鼓方　し鷲印云芝卵を加話風化
もが　かが慶ふれを取へをrc性
少あ　 ら唯と匠か扱ゑなし獄と
いる　始一か別らひ入V・てにの
しと　めの云を一叢工で行匠關
縣云　 てもふ付年を的天く別係
もA、　参のやけに飼に然とが斯
甚位　　りでうて二つ何の分あう
だに　まあな居世て等温りる云
細我　すり氣り代一特度まかふ
いが　 ゜ま候まを年別天すと方
　　　　　　＿　155一



集横講學糾縣鍛

i來普うの來　 を定いあ縣ら廣丈礪
る通云鑓る一材めのつと言東夫と
其のふのの膿料るでたかへになし
出越風種で四に上あの翻ばし特て
來年にはあ化使にりで岡實℃徴は
るすな九り翼つ於まあ縣用もを甚i
のるつ月まはた環亥りに的印有だ
が鎧て十亥どの此研ま幾に度し貧
叉の居五例うで四究すらは淺て鶉
時種る凧へ云あ化のカミか殆り居な
期とと四ばふり鎧材現飼どにるも
に同し回一もまが料在つ贋しさの
依じ突目回のすなとでて値てうで
っやその同か゜けしは居がも云す
てうこ卵のと　れて殆るな多ふが
違にでは種云　ば見ど入い化關非
っ色卵＋はへ　　非れあもと慧係常
てのを一六ぽ　常ばりあ見がかにi來付産月月藁　に誠まつら多ら丈
るいな十十京　分にせ陀れいで夫
どて其こRli畿　り璽喚交てとすな
う居卵1三i遽b　に要け或ゐ云か特
云るは騨りで　くなれるまふ熟微
ふの色此に自　いもど時し話帯を
風ζの日産然　とのも代てで漫有にも方は卵の　云で之に西ありし
蓬うか多すi氣　ふあをは化りでて
ふ一ら少る候　やり化可鷲ま飼居かつ巾はiの　うま性なをすはる
　　　　　　　　　　　　り　　　　　　bとはし違回下　な亥のり飼され特
云色てっ目に　關他方四つうるに
への二での於　係のか化て云鷲暑
ぱ着鍾來強て　か二ら麓居ふはい
’か類まは飼　ら化見がる風特氣
　なのす八へ　私獄る流人にに候
　い種カミ月ぱ　はなと行嘆目多に
　種をま一四　先ど非し今本化於
　と産あ日回　つの常た迄の鍍て
　爾蛮大三．卿　 四化に時に現が非
　方即艦回つ　 化性面代茨在多常
　出ち斯目て　獄を白も城かいに

一156一



てい就に性化の猛

　　　のた斯年い　た來
　　　檬通うす種そやて叢
箋篁簑£碁鷲睾匙，ll紫短

習留隙繰窪蓬柴際皇巌　　・
のののすま二不さ色暦は字一覆覆覆゜斎畿撃a窯鴛掌讐禺薔颪ili
卵卵卵　がとのでく王しち目目目目　噸
　　　　着はも其種來もつのののの

部部部　　越てり必いりぬた
分不分　年る出一S・種まカ1割大塗大殆
不越不　との來もとす大合部部部全

，越年越　不でてうは゜meで分着分部
年　 年　 越あ來一ど　 にμ斗ラ資色着不

　　　　年bる度う　於て色　色着
　　　　はま色艀｛…ミて來色
　　　　どすのつふ　 多る
　　　　う着kて關　年謬
　　　　云色く來係　 ので
　　　　ふ不種るに　畢は
　　　　風着ののな　均あ
　　　　な色中でつ　 をり

　　　　時ので亥て　取ま
　　　　期現不所居　 つせ
　　　　にれ越がる　て喚
　　　　出で年着か　 見年
　　　　て來の色と　るに
　　　　來るもす云　4依
　　　　る時のるへ　 先つ
　　　　か期が種ば　 つて
　　　　とは出の芭　　此無
　　　　云先來中の　 魔論
　　　　へ程てに着　　IC蓮
　　　　ぽ申來はか　書つ
　　　　次しる越な　 いて

｝口　色大の年・るM－・・翻種種
lll窯課皇2蒙陰契莫　1
大A・・大　のつ通になあせつ　　1

＿157一



　　　　　　　　　　集演講學科綜鍛
　　　　　で四温す　來繊　艘
　　　　　は化慶是先るて此不要
　　　　　斯翻1？1かつの來四越す第
十十二三催うに尚ら第はる化年る四
五八十十青云角低申一ども難でに回
度度五度温ふ叉va上のうのをあ四目
　　度　塵結と依げも云で見る回の
　　　　辮果云つるのふある　゜属着
　　　　きにふてのva關る上　　の色．
　　　　　塔溌碧藩撃禁斐纂慰ロ
　　　　　てが第色やら第て　生1
；δ霧身悪唇暫£響竃薪濤堤鷲1
00　　 色まま着不成うはつ1、　種殆
％％　　 卵S6す色着蹟輝色粥圃 @が全
　　　　歩粧卵色か別の一t殆部
　　　　合　 SL・ltと卵らを着に　 ど越
　　　　　　角不と申しく色　企年
　　　　　　又藩が．上て種の　 部

　　　　　　を色出げ段の着　 越

　　　　　　材卵來ま々申く　年
　　　　　　料とる丈研で鍾　 す

　　　　　　にの其是究越と　る
　　　　　　し置原はを年着　 の

　　　　　　て別因最進すか　で
　　　　　　やがを大めるな　 他

　　　r　　 つ出申原てもい　 の

　　　　　　た來上因参の種　 特

　　　　　　火てげはっと．と　 に

　　　　　　IE來る催た不は　 出

　　　　　　五るの青の越ど　 て

　　　　　　年ので温で年う　來
　　　　　　のであ度あの寳　 る

　　　　　　催ありのりもふ　蒲
　　　　　　膏りま加まの窮　　色
　　　　　　温ま亥減すと惜　卵
　　　　　　慶す即で゜がに　は
　　　　　　のfa］ちあ　出依　先
　　　　　　試へ催り　來つ　　づ
　　　　　　駒ぱ青まてて大
　　　　　　M－一・　V）s　一．．一．



てい就に性化の鐡

所如　　　．．．．催てら低つ斯ま不生帥
がく　十　二青來出いのうす着まち

露着をど飼風　 ば所温
玩色一一一う育に　かが度
）卵二云温し　り比が
＿の齢ふ度て　 を較特
二割の關と催　 生的別

ば　 低高低高齢合間係着青　 軟低に
揖　温温濫温聞を高に色温　些い高
氏

の

十

度

遮

で

催

青
し

た

次　　　　　　 け温二た　カミに色
の　　　　　　　　　て度齢の　　大な卵
様　　　　　　　　飼をので　eeるを
で　　　　　　　　　つ色闇あ　　のζ生
あ　　　　．　　　たkのり　結其ん
り　　　　　　　　　のと飼ま　　果蛾で
ま　　　　　　　で憂育す　はは不
す　　　　　　 すへ溢力1　之ど着
o　　　　　　　SLEま度今　 とれ色
　　　　　　　　のしが度　同も卵
　　　　　　　　場て高は　 じ之を
　　　　　　　　合そいも　でも少
　　　　　　　　にれのう　 あ杢し

飼見いな卵慶　試温い
育る温つ不と　験度場
温と度て着着　 はで合
度’と居色色　 何催に
　　低る卵卵　回青犠
　　いかと不　 もしそ
不温との着繰『こ着　度云關色　返そか
色とへ係卵しこら卵　 斯ばをと　 たかIM
歩う郭見ののらた
合雪をま關で出獄琶　 ふ催す係　 あたは

一一159－一一



集演講學科綜獄

　　　が低な別　 不以が特
　。P　中いいに次着下關別此　 ＿

　壬響磨馨零膏暴麗書讐抵窯壬響
　憂誕簿簾脅響幕蜀蒙棊易墾蔑漫

低高保のか度低以つ飼が温色低高齢
墨塑護盗りがい後て育高度卵盗温間
二三温度生特場の來しいはと
十十度がれに合温るたと關不
塵彦　 特て高に度と場云係着
　　　に來いにと云合ふし色　　不高ま場前着ふにのま卵
　　漕V・す合に色こははせと
　　色揚？に申卵と不二ぬが
　　卵合れはしとが着＋が出

飼

育

温

度

不

着

色
卵

歩
合

合後色度ので合のがの＝七霧
のの卵の關あがe中は四％二溜ぱ場係り少と間催盆八
つ度か合をまいを温〒i？
にはりと見すに言度温
分關生同ま゜拘ひで度
け係れじす　 ら低あ・｛1　’：

てしてやと　すいる特
見な來う之　 イ氏と揚別
まVこる確’も　温云合に
す所し濫催　でふに商
～…が催度青　 飼のはい
　催青の温　 育は飼場
　育漉影度　す十育合
　溜度響が　 る八温と
　度がは特　 と度度か

＿　160一



てい就に性化の鐡

一の別見　こ　　がる斯藩合場合
パ卵しま第と次そ分所く色を合と此
1をてす一一をにれつの反『卵封には庭
セ生やと番段はでて二封が照は其重
ζ姦竃蓄漣条毘蕾砦藷髪省t素t；翼
内の見vaは」・鎧不ののつtc見色が上
劣響享費嚢／t窯覆£：泰誓夏1駝蓋・
越が高温し兎色卵りをる一9i共多高度

得にで籏保　年る　るこ後反のてk
たな上さ護　卵原　時との樹場居as
のつ籏せす　と因　には温に合りふ
みたさたる　不に　麓非度なにまの
でかせ場温　越付　 々常のつはすは
あとた合度　年て　詳に場・て不力i揖
と云場とに　卵の　し興合居着兎氏
はふ合比依　の四　く味に為色にの
全とに較つ　臓化　申のは一一卵角三
部僅は的て　別鑓　上あ高二が高一卜
不か出低ど　がの　げるけ齢少温度
越に來いん　出話　まこれの喚とで
年二k溜な　來は　すとば飼で低低
卵匠蛾度nc　る今　力1で至育一温W°
ばだ匹でひ　 の申　兎あ着温二とと
かけが上が　は上　にり色度齢に云
りが屋籏あ　どげ　角ま卵のの分ふ
re越＋さる　うた　四亥の蜴飼けの
な年蛾せか　云の　化是割合育ては
つ卵臓たと　ふで　慧は合は濃や二
たをの揚云　諜あ’　で實が高度つ＋
の少申合ふ　でり　も用多いとて塵
でしで髭こ　あま　斯上く場．ヒ見飼
あぱ越二と　るし　うのな合籏る育
りか年通を　かr　云問つの以皇温
まりすりや　と　　ふ題て方後簡度
す即るにつ云　こで居がの温の所ち所匝て　ふ　　 とある不場の揚
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　　　　　　　　　　集演講衆科綜銀
云皆　　　　　　　護へ　　年籏颪は＋が
ふ不斯　　　庵しば第卵温にば四今
結越う十二三卵他卵二が度於蛾麗度
果年云．7T．＋＋直のを番澤がてrEでは
に卵ふ度置慶後も澤目山高もの翼比
なに風　度　のの山に出け伺中巾較
つなに　　　保は生は來れ三の幾的
てつな　　　護二ま種てば十・殆ら低
居てつ　　　　溜＋せが不越六どかい

　後卵　　　　度を護だい出．九越で
　の直　　　　斯各すけでしバ年上

　合が　　　　温分と結山材も疹に
　に特　　　　 とけの果禺料越れは
　はに　　　　商ま關に來で年でど　越’高　　　　 濫し係なる何卵最う
　年い　　　　とてはつ上回にもか　卵±thS一　　　　にざどて潅契もな多と
　の合　　　　分うう居温繰つく云
　割に　　　　けしなり度返て越へ
　合は　　　　ててつまがし居年ば
　の越　　　　 保一てす比てる卵乏
　方年　　　　護部居゜較見交がに
　が卵　　　　 し分る　 的て越出使
　澤に　　　　 てはか　 に：も年るつ
　出な　　　　　見三と　低婁卵のた
　あら　　　　ま十rll　けすのに材
　条な　　　　す度せ　 れる少至料　斯　い　　　　　　　　と　に　ば　　　畠ば　に　い　つ　が
　　　　　　　ね　　　　　　　も　うで　　　　　保例　越上蛾て三
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てい就に性化の慧

卵の　な越生嘆まな度な生度を不
後温そる年ま上すつでつむで働越そ
も度れの卵れ籏力さて保て迄上か年れ
比がででにるのあ居護越其解iせにで較今四あな乏濫主蚤し年9Pt・て手前
的申化り嗣に度二共た卵をせ其かに
低上翻ま斯反が十中場は非て結と申
いげがすうし比旺で合少常さ果云し溌た自゜云て較は．六にしに．うをふた
度や然　ふ上的金つはも高し見主上
にうの　風籏低部だど出いてま因籏
あな状　 ののく越、けうな溜産すに温
る條態　と温π年はな）こ度卵≒な度
と件に　 と慶さ卵九る今に後そつと
云に於　でがうに十か度置もれてそ
ふ適て　 四商しな二とはい引が居れ
風つ四　　化くてつパ云二た綾非りか
にて回　翻て卵て1ふ十揚き常まら
な層目　がさが居セ≒度食高に’し塵
っるの　越’う生るン三の二い鮮『卵
てか種　年しれの1・十温十溜か之直
ずらが　　卵てたで、乃六度六度にを後二
度で日　を卵時あ至匠で蛾で出更の
四あ本　 生がにり九の上匝保てに濫
回りの　 ん生伺ま十中籏の護來上度
目ま國　だれ温す九でさ材す義籏と
にすで　りた度かパ殆せ料袴例かの
あ．Eは　，不時がら1どπを要へら二
る籏’越　 越の低四e全産使す．ぱ産っ
温の年　年温喚化ン部卵つる三卵カミ
度時す　卵度さ翻ト百後てに十迄四
がのる　をがうがのパも見上度を化
越温と　生引云越越1低る籏とi連鷲
年度云　ん績ふ年年セいと，を云績の
卵もふ　 だい場す卵ン温蚕始ふ的卵
に低の　りて合るにト度部めやにを
なくは　す高にとなの例不てう一越
らなず　るけ越云っ越へ越かな定年
なる度　 これ年ふて年ば年ら高のさ
けし自　とば卵ζ居卵十卵卵い温す
れ産然　に不がとbに．五にを温度か
　　　　　　＿コ63．＿＿



集演講學科綜銀

　　てふ　　は　　鷲あ　越ち件げt　　見こ低　共次　のり以年かが’lt
　　るとい　中に　こま上卵高不ら
　　とは温　一二　とすでとく越ぬ　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

セ

　イ羅　　次　　前　　度　　　　　　書区　　イヒ　　　　　　カミ　　是　　ltu　　カ§　　「r　　年　　 や

一青のにで　 分叢　 分は化交ど卵う＋温様實催　はの　つ前獄つつをな
護轟霧讐掌）誓鴛亘劣ξ芸扇途響楚
　昏りたれ）前を＿で御ふ方低様に
　　　　　　　　　b　　まのば催に致一A二断もといにな　　すと不青もし化化りのも揚なつ
　　゜同越湘申ま盤慧しは出合つて
　　　じ年度述亥　のま化て或て居
　　　結卵とべこ　 こし性i來はゐる
　　　某即化ま化　 とた一ピる．其る然
　不　 にち性し獄　がや一と中のる
○越　な生とたの　段う腿云間でに
　年　つ種のや化　kにどふのあ一
　卵　てが關う性　と實ん關温り回
　歩　居生係にが　分月」な係度ま目
　倉　り典　古ど　つ上もににすの　霧　 ま高　 くう　てはのなあゼ種
　）　すい　か云　來何でつる此二　　　も　　　そ浬　 らふ　た等あて揚上回
　　　れ度　解風　ののる居合籏目
　　　をで　つに　で演かりに淑の
　　　私催　てし　あ値とまは度種
　　　の膏　居て　りも云す杢と三
　　　方す　る定　まなふ゜部産回
　　　でれ　のま　すいこ　一卵目
　　　やば　でつ　 ゜課と　蛾後の
　　つ越　 あて　　でだ　 砥の種
　　た年　　b來　　　あけ　　の保な
　　成卵　 まる　　 りを　 中護ど
　　績が　需か　　ま御　に温に
　　数生　　と　　す話　越度於
　　字れ　　云　　がし　年とて
　　をる　　ふ　　此た　 卵がは
　　學と　　 こ　　 四誹｝　ととi『jlrE

　　げ云　　 と　　化で　 不つ條
＿1G4　一



てい就に性化の獄

傾二はの　　割あ卵見
向十十割所合れにまそ
は度八合ががばなすれ
rpの度が蛇殖越ゑeか

るもも返度斯越五十七
と黒のすのう年度天十
斯種よ度場云卵以度パ
うのり毎食ふと下以1
云割却に例大がで上セ
ふ合て必A髄出催でン
風が多しばのて青催ト
に少く昌も十傾参す青か
なな禺一七向りるしら
りかて定度にまとた八百百九八四ご
まつ來のかなす全場十　　 十十十十
すたた数らつざ部合パ　　 五六二六
がりり宇二てう生に1
必し浅が十居し種嘆セ
すては出度りてに日ン・
しVこ3ζて迄ま催な本ト
もつ共來のす青つ種で
此も反な中　゜温てのあ
通一劉い間　度不二り
り定にのの　が越化ま
にのギで濫　　低年慮亥
は割八例度　　くにで是
い合度への　　ななはは
かにでば場　る夜全何
なは催二合　に所部回
い出青十に　從が黒も
花てし度に　つ其種試
性來たで出　て中に瞼
をなもやて　生聞なを
動いのつ來　　種のつ繰
か夫のたる　の温て返
す艦方も生　出度越し
とのがの種　るで年て
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集演講學科綜鑑

　　　　を　　解て胚っ磯のあの云　＿f崖　材飼　つ奨子て育問りでふ

　　突　ど　・度性腱度磯花のと
　　蹴　　う　　の上での育性動が
　　　　カ1　　影温は影しのま以
　　　　之　　響度申響て上方上
　　　　を　　はのしを行でにの
　　　　中　　受影ま受く温依も
　　　　上・け響せけの度つの
　　　　げ　　なをぬるでのてに
　　　　ま喚受カミかあ影想依
　　　　実　　斯け御とり響像つ
　　　　矢　　　うる承訟まをがて
　　　　張　　云時知ふす1出想　　　　り　　　ふ期のこ奨け來像
　　　　iヨ　　 こに二やと胚るたさ
　　　　本　　 となうを子時のれ
　　　　錦　　がつにやが期でる

度性　期すか時はが催な
とと　にそら期胚同青い
化の　興れ詳に子じしだ性關　 此かし於が催たら
と係　　催らいて申青場う
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てい就に性化の獄

とま慧響に度　，

に影　 な高　　　　　 さ

肇響端灘二鑑雛肇＋

蝋飼む麗　 竈云　特　1

畏温゜澤低　育や　孟低

一．壷饗　
　とが／1
飼ふ別／1

・配　rr1の温温饗な　い鐙
口度　 山温低高、　う　 尚　 高

e　　　　も獄　 し中

　　　　影即　低澗
　　　　響ち　温の
　　　　が四　 の温
　　　　あ五　場度　　　　　　　年で　別

照総％％＝llli馨5δ
中は　を合　　　の　　もOo
聞催　澤に　　を　一％％
の青　山は　　　一　齢
温温　 出稚　　　齢　 聞

度慶・　す獄　　　間．の
　　　つ例が　 帥期　　　飼　 飼

へ二　 ちの　　　育　 育

ば十　催飼　　　温　 温

十五　膏育　　　度　 度

八．度　　中温　　　　 を　　は

度よ　の度　　　塑　 化

でり　濫の　　　へ　 性

催高　度影　　　て　に
青い・　と響　　　見　影
し揚　同を　　　ま　響
た合　 じ受　　　 す　 を

揚に　やけ　　　ζ　及
合は　 うて　　　　　　ぼ

　島馨五t”

譲幾轟響
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　　　　　　　　　　＿一．，
合上錦　　 り的飼高飼
にのを数　ま低ふい育斯

影はし以　　 に生飼高風　　 度　度

　下りしと　 にパセ」　　　　　　　　　ニ　は　の先て化　な1ン低國
　やにか性　つセト温獄
　う申らと　竃ンのと日
なし嚢の　前ト生云＿　　　　不
低た蛾關　のに種ふ〇七七五八越
いやす係　稚ながの六＋＋＋＋年
馨匿蓬、霧9墨準馨％嬰毒嬰鐸

合

響度の　　 とちらあし
はがこ　　　は拙すりて
な特と　　 結鐡」左ま試
矯にで　　 果期齢す験　、
只商あ　　がのだ；9｝を
中くり　　反飼けくや
闇てま　　謝育をのり
の二e；　　に温低如ま
温十是　　 な度い　　　　　　　　く　し度五は　　つが温全た
の度日　　て比度齢最
場以本　　居較でをで

　　　　　一16S＿



てい就に性化の類

灘青串がるはま決　　まは
繁95毒婆奮畿慕箏呈％憲響二葉

生年はつこうでのげ　　を風
む卵日てとに申でた　　飴に
かば本來に一上あや薗　 計上
とか種允就般げるう）　 H．1篠

云りののV・にまとtc．二　　咲以
ふ生二でて人す云二化　比後

黒め材しるが化が云製　 いの
極り料て代盛獄分ふま査　温場
もまに辣りんをつも法　度合
大すなにににどての　　 のに
分がつ支どなう居は　　場は
出塔で那うつ云る大　　合JH：

／

≒む化あ苦エカ1ふ化xe　較の二三護
是の獄り心艀此こ駕黒　的温十十温
はでがます化二とと種　低度度度度

上
籏
後

の

保

不

越
年

種や霊の種ζれま以　 ．卵育
もう是やに從ばす上　　 を温
非にはう全來全樹の　　澤変
常や一に部の都多條　　 山と
につ般一すや黒少件　　 出同
澤でに般るう種實が　　すじ
山麦掻にごにに際主　　とや
出那氏生とどす上な　　云う
來のの種がうるの原　　ふに
る二二の出すご問因　　結特b

そ化・卜出來れと題と　　 二果別

れ1鷲五易るばがとな　　 にに
では度いか生出關つ　　な高
實果以もを種來係て　　 つい
際し上の知がるが化　　て場
問てでA，eる出かあ性　　居合
題黒催i迄の來是りを　　 りに・
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　　　　　　　　　　　集演誰壌剃・綿鷲　　 ．

　　　　　　　　　　　高yt生期でに八にのく化す駿ととと
塩藩讐護s灘支笙舘麗讐丞写響毒≒
竣を造温三す1種くる動でる云概縛
例しる度漁るセがなのかあ人ふ括に
～な　や　の　氣　と　ン　澤　い　で　す　り　が　風　し　支

鰭けう影もとト山のあ一まさにて那
ハれな響特を位出でりつすうな只の
＋ば影がに避にるあまの莞一り慮二

ふやむら避す是傾th｝青なし度青ばん
やうる催けれは向一温るまで温宜力、
うなか膏てぱ必に般度の・II・や度いは
な場h卵八宜すなにがでんるはのど
ua合催に＋いしつ漁特あで課實でう
度に青しパともて度vaりしに験あす
，では卵て・1考斯居が高または的りれ

こい或たであれ桑時しら催ぬ合をな
と温は蟻催りば此にくsc青力、に具る
を度蟻鍛青まな事はは影申らは騰か
遜例獄にすe；らを黒低響に歩二的と
けへにし穀そぬ考種いは漁し十の云
義ばしてされとにが揚催i氣高五温ふ
却四てもうで…it入飴合青のい度度こ
て十もそし帥ふれ計に温多目ででと

しでを低申膏は青特氣申云氏でりて

つ較をく稚度酉先揚ふ薯張催は見げ
～・的褐と翻位特づ合もしb青試るた
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てい就に性化の舐　　　　　　　　　　 ，

まなの種なりと袋行るにた数て期止
文不でにけま思すくこ就か字置のめ殴　安　あ「て　れ　す　ふ　か　ζ　と　て　戦　的　く、　冊　る

に定りもばがの艇前がや御の斯は位
嚴の喉す黒花で特に田つ入こう比の
狢生すつ種性亥に幾來た用とす較低
に種かとにの是大分登この嘆れ的い
冒とら同す上はきか此と方私ば高温
へ低庇じるか日な何中では共如い度
ばい時やこら本影慮であその何温で
屋温にうと云種響か重りれ方な度冷
種度取にがつのとで要までのるで藏
にの扱取むて二し手な亥御試支やし
も催の扱づ支1化て落こ兎魔験那Qて
非膏如つか那慧五がとに下揚のさ姐
常に何てしのに齢あ嘆角さか二う間
に依に來い二就かつ五斯れら化しを
黒つ依て塔化てらて齢うば出翻て成
麺てづ只れ鷲も磯庵か云分しで拙る
に出て上との特蛾大らふるても慧ぺ
7z來生籏もやに迄抵あ風だ居憂期く
りた種以うう生ののとにらる部に短
易生に後一に種間場稜しう佐黒なく
い種なのっ多がを合蛾てと久種つす
やとつ温蝕化出七に迄や思良にて義
うはた度で慧易十はのるひ會す嚢斯
な非りに考にい度黒間～乱まとる蛾う
生常黒依へ近とに種を支す云こす云
種に種つない云すに七那力1ふとるう
と遽にてけもふるす十のぞ雅が迄取
中つな生れの品とる度二れ誌出の扱k　℃　つ　麺　ば　は　種　云　こ　位　化　は　に　來　間　で

な居艶のな夷にふとの．獄特一るを獄
りるり割ら張於こが低でに寸の七を
にだす合ぬりてと幽いも國書で十出
くらる『がこ此はが來温全獄いす慶し
　　　　　　　　　　　　　もいうと愚と手此必る度部支て是位て
生と云つは綾必要ので黒一置はで來」
　　　　も種思ふて同で要だでや種0き細保てとはや衆じやが、らあつに一まか謹稽り

斯れうる生らあうりてす號しいし鎧
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，　　　　　　　　　　集演言襟學科綜窟　　’

鑓なつかてじ同で慧事は　　　 のう
とら働を毎やじそを情選今　．　化武
同　　ば　　カ》　調　　／」1三　　う　　く　　れ　　毎　　にニ　イ専　　度　　　　　　　　　・1生　　2、

じ生せべ一一に六を年依のは　　 上二
性種たて回黒月何一つ方方　　　’のつ
質がも見づ種の回回てか聞　　 特の
を出のまつを十もつ攣らを　　性匿
現來とすだ捻五絃つつ云愛　Ut”　と別
はる同とけへ日け艀てつへ　門　云が　も　　　　　　ぬ　　　　　　1　　 あ

しの化の化かしるすたん上　界　とと
マ（．温鑑二にらて例自｝化な申のは云
純度の化止大出へち性行し　影　御ふ
粋で行鎧め正來ば一と動た　響　話こ
の催動2Pて五た第化云をや　を　しと

にば函に最七年はじはの界　た　あの
は黒ち二後年卵大やユでの　る　り結
な種高回に八黒正う言あ事　化　ま果
つといつ是年種三ににる情　性　すか
て生温つがと庇年一言カミにの゜ら
ゐ種度購一年黒の年へ斯依　遣　　考
a畠准皆藷垂蓼男巴慧雲2傳　言
乏方青せのね材二世傳ふ墾　性　　れ
で出すてやて料十代性こ化　　　 る

　　　1　　　　　　　カ
見來れ普う矢に六だにとさ　　　 の

てるぱ通に張使日けはをれでもと黒のなりつにを影言元　　　 あ

外試種温つ黒て掃や響つ澱　　　　り
界ふが度て種翌立らしての　　　

ま

　　　　　し　　　　　　1の風禺でし斯大さしな見化　　　 実

事iR來一まう正うてvrま性　　　　以
情普て年つ云四し見例すと　　　 上

に通低にたふ年ててへと　云　　　　　　で
　　　　　　　　1　　　　　　セ依のV・二か風に齎～さば外ふ　　　　ご二
っ二二渚［圓どに叉卵う二二鼻も　　　　化
て化度づうし同はし化のの　　　 澱

　のりれ
一一 P，：一



てい就に性化の獄

や飼口高五と　　　需來高生材之受
う育本い度四今　　　Q温ま料生け
にか錦温に化度　　　＿催せに反た
冗ら所度し鍛は　　　化膏たし封攣
て上がでてと化　　　　慧に材てに化
の籏四取其の性　　　なよ料N毎生
覇砦藷誓蓉藻憲v　皇宅将羨琴至
を産はまあを健　r　　化黒てを度も
孝袈膏E島誉墾化　讐撃暑釜薫窪
五の温も飼見た　性　　云生すす種遺
度高度の育たもの　ふな≒生は傳
以いでで温のO　遣　　本故是＝一性
」、温催ゴ度での　傳　　性にれふ度に
と度青化かあ闇　　　 を外は風もは
云のす獄らりの　　　 動界矢に生影
ふ中るは上ま遺　　　 かの張しま響
羅叢嘉糠蓋喜警　 詫講易昊享叢

の扱申件度う關　　　るに化正t（iぽ
建2iii暴曇蚕讐　 劣弩讐豪響農

取居やて商風申　　　　でてはか温い
扱りう必いに上　　　は動なら度と
ふまにす温しげ　　　 なから蓮を云
とす獄越度てま　　　Vこさな績低ふ
ぞか卵年の見亥　　　斯れいしく一
こらの卵中た是　　　 うたT：てしつ
か不卵をでかは　　　 云化普大ての
ら越色生取と前　　　ふ性通正生謎
越年はむ扱云に　　　t上の五種櫨
年卵着庇つへ申　　　　との二年をに
卵に色時てばし　　　が性化迄生な
がな卵にt催た　　　　解質獄＋まる
生るが使十膏や　　　 るはと四さの
まゼ付つ五温う　　　の必同代しで
れ今きた変度に　　　 ですじ聞鷹あ
れ申ま材以を二　　　あしや生そり
ばしす料上二化　　　 りもう種れま
蔓たがはの＋鑓　　　ま本にをe；；
　　　　　　＿＿工73一



集演講學科赫獺　　i

　　　　　　　雄玄k日　 は

　　　　　　　をで・本そ二
　　　　　　　使は錦こ化
9・8．…＿…＿…．＿……，P庵；藝芝馨

面3　　　　　申何にあ
化化　　　　　　 され使る　　　

　　　　　　　　なもつし1　　　、　い化たボ
四　　　　　　 で性材越イr………’°画卵献臨
二　　　　　　　　の紳四がイヒ　　・・隔。・一・。・・…　。・・一・・9・・。：…　F2夢β　　　　　　糸」㌃　◎な　　 イヒ｝　　1－lt

　　　二四　　　　　　 をのはれ
　　　化化…・………・・……………F3卵　書で純ば
　　　（3）：（1）　　　　　　　いあ粋四
一一～ll　＿　　　　　てるの化

凸　　　　　果も獄來

　（3）：（1）（1）：①　　（1）；（1）　　　　斯査でる

　　　　　　　　　　　　うし晶と
　　　　　　　　’　　　云て租云
　　　　　　　　　　　　ふ置はふ
　　　　　　　　　　　　風い小麗
　　　　　　　　　　　　にて野別　　　　　　　　　　　　な墾田が
　　　　　　　　　　　　る雑姫は　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　帥を二つ
　　　　　　　　　　　　ちや化き
　　　　　　　　　　　　四つ獄り
　　　　　　　　　　　　化ては付
　　　　　　　　　　　　獄見純く
　　　　　　　　　　　　のま糧の
　　　　　　　　　　　　雌しので
　　　　　　　　　　　　二二た二あ　　　　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　化数化り
　　　　　　　　　　　　慧字獄ま
　　　　　　　　　　・　　のはです
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ーてい就に性ノヒの獄

ふて雄た性分二　　　　　　 を三迄
も來は軌とる化　　　　　 ．使代で
のる二或四か翻　　　　　　つ目斯
はの化は化とが　　　　　　 てにう
』で鷲一性云現　　　　　　 雄二量
代あかととへれ　　　　　　 に化ふ
目り四一がばて　　　　　　 四性風
　　　　　｝　　

む

のま化に三一其　　　　　　化をに
卵す鑓なと代以　　　　　　鎧生な
と゜かつ一t目後　　　　　　をむる
云　 此たにのは　　　　　　 使蛾帥
ふ　時り現卵前　　　　　　 つとち
も　に或れは者　　　　　　て四一
のははて母と　　　見化代は分二來親同　　　る性同母り化ゐにじ　　　とをの　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

む

親　 ま獄其似結　　　　　　　生卵
の　せば以，る果　　　　　　　 むは
影　 ぬか後二に　　　　　　　 蛾雌
響　かりは代な　　　　　　　との
を　戦出斯目つ　　　　　　　が方
受　任てうにて　　　　　　　三の
け　意來云於來　　　　　　　 と四
る　にたうてま　　　　　　　一化
二　 交り風二ず　　　　　　　 に蛮
　　　、　　　　　　　　 ・●

　　　　　　－175　一．，」

　尾　　 色　　 脈ニ　　イヒニ　　艮P　　F1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分　　 に

婁さk二性ち卵　　　　　　れ似ま　　　　　　　　　　ゆすせと化が此が　．　　　　　て『だ
るて複性現結二〇×↑　　　　來二売
に見難とれ果化十〇……。・・………P　 る代に
是てな四てよ鑓二四　　　　然Nも
寛駐欝路イ「化　　譲蹄
る云にと三てつ　二　　　　 今がま
とふなが代どて　化’’”°”……・…・F1卵度二す

羅董
化結す一於ふは　化………………Fn卵にがに



　　　　　　　　　　集演論學科系糸鑑

考す　　　い迄表かふでののはり代
へが是　　 かにすらのあや關母ま目
ら是は　　亀とも言斯がりう係親すの
　　　　　　　　　カれか一　　 云多藥う今まににのが卵　　　　　　　　　　　　　　しまらつ　　 ふ少と云迄す普現影今は　　　　　　　　　　｝す申の　　 こ解しふの只通れ響日優し

そ上實　　 と輝てこ外獄のてをは性
段冤磐四叢髪書皇轟9，至弩書皇競
化や結　　 後人のな士性デ21Jるげれ性う果　化　にはだるがのりちがるて
をにの　性　一あらの母場ズメ矢の來
き解解　攣　言るうだi親合ムン張を為
め繹樺　化　申のかと遺にでデリ省三
るすで．蛇 上でど云傳於嫁リ性き代

何愛す　傳　゜す云に名一一が從離に優
か1’：：かの　’ctふな前代優がと角性
とe5　解　　私e灸を先性胤云花が
云趨或　繹　　のと果付にに斯ふ性三
ふのは　　　方にしけ出現うものと
こ紬人　　　 でなてらてれ云のこ劣
と渠に　　　 はる母れ來てふが化性
をを依　　　どと親た灸二こは叢が
考癬つ　　　 う色遺所斯代とつと一
へ灘て　　　　　云k傳以　う　目がき　四te
てす幾　　　 ふ議とで云で分り化現
見るら　　　風論云あふ分る現鐡れ
るのか　　　 にがふり現れのれとて
とに違　　　 しあこま敦てでての來し

普一・・ふ　　　てりとしは來あ來i竃るs＿“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

池番か　　　 之まはて何る！1）る’鯨此
　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　セの便も　　　 をし斯帥故のまさの外
繊刹知　　　 解てうちでがすう關に　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　b物でれ　　　 繹之悉母あ普鼓し係も
のあな　　　すにふ親る通でてはやカらい　　　れ就現にかの廊又』っ
のうの　　　 ばて象似と現承優代て
謹とで　　　 宜今をる云1家宍口劣目居

一176一



てい就に性化の駕

　にててる二關　化合をた質ゐ休てに
　抑出か此化係さ性にすもから眠或二
　制來ら抑鴛もうのもるの何れをる通
　質る錨制を或す解之のがかなす期り
　と頃の質高はる騨とが自選いる聞の　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

カ

　asにかは温化とを同一然入の楓休も
　ふなら鴛催性此之じ番につで物眠の
　もるだの膏の抑と考便頽ですにしが
　のとの卵を選制同を利壌居がはてあ　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ

　が其中のし傅質じ入でしる池斯居り
　這卵に中たのと筆れあてと野うるま
　入の傳の揚場云法旋る來云先云ずし
　盈中は胚食合ふでら婿『ふ生ふぐ質
　抑につ子胚のもやどうさ風の二に種
　制矢ての子關のつう池うに考つはが
　質張來かの係をでだ野し想にの畿出
　とりT，らかも仮見ら博て像依も芽來
　云抑轟だら能定たう士休すりのして
　ふ制がのだくすのかは隅るまがな成
　も質段中の分るでと考期ざすあ・い熱
　のがkに中るこあ云へをうとるでし　が移大抑にのとりふて了し｛K一と如て
　遣動き制抑でにま考ゐつて隅存何す
　入しく質制あ依すよらて此すじなぐ
　るrなが質りつ゜りれ褒休るまる壷
　と今つ出とまて　 しる芽眠種す條芽
　云度て來云す4　 てのすす」子是件し　　　｝　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　レ
　ふ卵今まふ、玄＃迄　唱私でるるにはをて
　のが度しもにの　があも時は原適來
　は生は環の一外　又りの期一因當る
，即まかそが二界　此までを時がにも
　ちれられ出のの　池すあ過磯ま與の
　越るだが來例事　野ぞるぎ芽だへと
　年ζの轟るを情　博れ斯るをはて種
　す生中にと引と　士をうと抑つ見が
　るまにな云い化　の慧云其制きて出
　これ卵つふて性　　考のふ抑すPも來
　とたがて風見の　に化風制る突或て
　で卵猫來にま墾　依性にし所止る成
　あの立ま考す化　つの解てのめ期熟
　る中ししへとの　て揚繹ゐ物て聞し

一z77一＿



集演講學科…繍慧

　がるのにかてなさな或か　年來然
そ現と影拘ら錨いういるとさ卵てる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　も

れは共響らだのも云も卵云うに其に
はれ抑をすのLかのふののふ假な轟低
どな制蒙そ中ら或風も胚こ完るの温
うい質られでだるにあ子とし斯か催
云でのなは個の程しるのでてうら青　　　　　　　　　む　　　　　　　　　

1

ふ今作い上々中度℃そかあ今云だし
班度Mj併籏猫に持中れらる度ふのた　　　　　　　　　　　’かはがな五立次つ聞かだ是も風中場
ら不現が齢しのてのらのはうなに合
其越れら以て卵居温抑中色一解禺に
庭年て申後來がる度制に々つ繹來鷹
に卵’卵間のる出もで質はな湾がる其
考にをの影典來の催の抑他へ出所抑　　　　　　　　　ちがな越抑響場て斯青分制のな來の制
行る年制は合來うし量質實けるも質
くと性質蒙に為颪たがが験れののが
か云にをら抑そ別揚共非のばでは胚
とふす持な制れが合中常結なす抑子
云風るつい質はあに位に果ら゜制の　　　　カ　　　　　　　　　　　　

1

ふにして叉を丁る抑に澤かぬ　 質中
と考高居抑非度と制出山らこ　をにア

例へいる制常四す質來出推と　持出
へら温も質に齢るをる來すは　だ來　　　　　　　　　　　　，ばれ度のを澤かと非もると’ ﾃ　 なな
　　　’　　　　　　　　　　　　　　　

し

種るで嘆少山ら卵暫のも云青　 Vこ喚

をの扱比し持五かにとのふ温　從從
人では較もつ齢ら澤云もと度　つつ　　　　　　　　　　　）工あれ的持てに轟山ふあ催が　 てて
卿りた低、た居かが・持風る青巾　其共
化ま場いなるけ出つにし温間　 卵卵
　　　　　　　　　　もすす合温いもててて考又度の　はか
る゜に度ものの巽居へ抑が揚　 越ら
場　 はののは時巌るる制巾合　年錨
合　 才卯中も後期がもの質間に　 しに

に　制で外のに段のでがのは　なな1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 マ

産　 質JrSC界條於々丸あ全揚ど　 いつ
卵　 の扱の件て磯でり然合う　でて
し　作は温狛卵育持ま出にな　不出
て　用れ度何はしたす來はる　越て

＿コ7S・一



てい就に性化の課

　合る抑　がしが置をでにと度た極
極も．と制そ攣た比く止や依云に場く
く解云質れつ二較とめつつふ置食間
簡輝ふのかて化的云るたてζく共も
翠が風分ら來獄少ふと入抑越と人な
に出に量四るのいと云エ制年云エい
巾來湾が化と色場矢ふ購質すふ卿時
J：るへ四獄云k合張澤化の，ると化間
げのる化のふなにりにの働元越を三
までと慧場解蒔鷹元行慮き9P年し四
Lあ苓の合繹期低へか理をち卵た時
掩り申場はをにい戻なと一抑に後間
がまし合どす依温つ矯後時制な比位
冤すたにうるつ度てでを止質つ較経
に゜やはかのての抑抑高めとて的っ
角　 うことで源影制制いる鍛し高た
抑　 な化云あノ変響質質浬やふまい時
制　 解叢へり・のにのの度うも条温tZi
質　　繹程ばま影依作作でにの邸度暑
と　が澤iiす響つ用用保なをちにい・云　 矢山化゜がてがを護盈持人置湯
ふ　張出鐡　埜抑現止す止つ工くで
も　 り來を　つ制れめるめて卿と卵
の　適な丁　て作穀ると魂る居化云を
を　 用V、度　 來用斯爲云がるをふ塵
假　 さ抑申　 穀がうにふ併カミしと理
定　 れ制間　帥現云人腱な共や全す
し　ま質の　ちれふ工置が抑う部疑
て　しの温　稚ゑ現卿をら制と不所
化　一（1分度　獄斯象化取共質す越謂
性　 四量で　期うかをら抑をる年浸
の　化が催　と云らしな制共其卵湯
鍵　獄比青　批ふ申竃け質人種にの
化　 の較し　難風しそれを工にな人
の　色的た　期に゜実れ媛止購今り、工
場　々少と　の考抑を抑め化の比卿
合　のい同　温・：s…制低制ると櫃較化
を　墜もじ　度竃質v・質働去定的．法
解　 化のや　 の先の温のきふで低を一
繹　　のでう　影程分度作嘆塵行いや
し　 揚あに　 響申量に用湯理く温つ

一179＿



　　　　　　　　　　　集演講學科縣照

のな原もけて抑れすのがので常がて
雄h形Esを之制てる欄少であに出見
の是質々雌と質居と中いすり澤來た
かはに類の雄かる此にとかま山るの
ら、何含似卵とらの卵は云らす持かで’
だ故むのの交考での抑ふttかつとあ
のかも例中尾へあ申制影にらて申り
中とのがにさるりに質響生例越せま
に云と澤逼すζまはををまへ年ばす
抑ふ云山ん場もす抑僅受れぱす庇ざ制ζふあで合うゼ制かける蝕る二う
質核風り原に既す質して種にゃ化す
をだV（iま形はにかはか來は四う鷲る
澤け考す質どこら少含て抑化にとと
山しへかをう化是しん居制慧な四此
含かるら蓮な翻がしで条質のつ化中
ん來のしんると蛾かゐ帥の雌て獄に聖
でまで穴でかはに含なち方に居の於，
居せあ此來と違な・ん喚純か二a場て
り璽り抑な菰つつでで輝ら化所合所
ま原ま制琉ふててゐ薮の考鷲がに謂
す形亥質さζ四來なか四への四は母
け質で主う．普化rいら化る雄化IE親
触をす・・し通獄雌とSS“性≒を襯性遺
ど澤かふての特の武がの此掛のが傅
も山らも伺遺有かふ萬卵四け方きと
其持雄のも徳のらこてを化たはま云
抑っかはうの卵だと庇催鑓と抑るふ
制てら卵一法をのカ1轟青はす制夙も
質’來はのつ則蛾中ものし其る質のの
とな二核考にのにう中た種とを抑は
弐い化にふ依時持既に揚の奨持制’ど
ふか鎧含べつにつに卵合催揚つ質う
もらのまきて持て卵がに青合こを云の　し影なご庇つ居’の澤は中是と三ふ
はて響いと．雄てる時山巽にはが化風
細即をではは居卯に出卵既蛾非獄に
胞ち持紬是普るの分來内にで常のし
　　　　　　つのごつ胞は通さ中明るの抑掛に方丁
原化て内他棲うにせざ胚制け少は解
形獄來のにだし嘆らう子質るVこ非輝
　　　　　　＿i80　＿



てい就に性化の銀

一　 はが共ん來化との目　にのに質
代故禺簡次でる獄を中の所あがはの
目に來輩に居縫の考に胚がる生二中
の斯る過分るつ性へ抑子共卵ま化に
卯うとぎれとて質て制に次にれ獄あ
に云思て、て云是が見質なの依てのり
現ふふ甚來ふか現まをつ時つ來原ま
れ風のだてこられす二て代てる形す
たにで分もと錨てと化居にきぞ質か
性考あり矢にが庇是獄りなまれのら
質へりに張な出胚はのまるるで影し
とてまくりるて子普やすと課あ響て
云見すい同t巽の通うかどでりは是
ふる　゜か様化轟かのにらうあま四は
もζ　 もなのがら逡澤髭かりす化か
の化　 知現雌蛾だ侮山時とまか獄ら
嘆性　れ象とにのの邉に云丁らのだ
もの　まで四な中職る催へe庇卵の
う遺　 せ之化るに則か青ぼ　卵に中
既傳　ぬとのkはに或を此　が及に
にの　カミ同雄其非依は高一　越ぼ残母　現　　　ま　じ　を　・申　常　つ　四　い　代　　　年　さ　し

親象　 あに掛にに窯化温目　すれで
のと　大解合出澤Pt慧度の　るな核
’か云　艦糠す來山代ので卵　かい．だ
らふ　 以すとたの目やすに　越徒け
だも　上る此卯抑でうる出　年つが
のの　 のこ腱の制あにと來　 して四
中は　 やとで中質り飴其た　 な渋玄イヒ

で何　 うが矢にをまり揚胚　いで獄
きで　な出張は含す澤合子　か生の

’まも　 こ來り二んか山此と　とま卯
つな　 とる二化でら造胚云　云れに
て矯　での化翻來此ら子ふ　ふる來
居何　 強で獄のる揚なはも　 こ卵る
る故　 傳あが性や合い歴の　 とは設

，のか　 のりi現質うにか子は　 は四に
でと　方まれをにはとの籍　趾化交
す云　の一S；て澤なEPXか種　蛾鑓尾
邸へ　 解で來山っちふら一・一一　の共の
ちば　繹話る含て二こだ代　中も際
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のけ料ま實　る居に來考ふらをに卵
方れをす験術斯る行たへ君母きしの　　　　　　　　　1へど以とを之うのく斯て葉親めて化
似もて一しに云でやう居はのるも性　も　　　も
る其一化て付ふあう云る當か所或と
か中化獄焚て風るにふのつらのは云
或で鷲と表はにか見こはてだ原卯ふ
は僅の二せ最解らえと母ゐの因黄も
粧か卯化ら近羅しるに親な一がにの
・えに集獄れにし薫のなのVこ部既しは
攣卵をとて以fe矢はり性骨分にて母
へを　取の居前方張解ま質親と母も親
ら生つ卵り松がり繹し二の考i親母の
れむて集ま本最：普のて代かへの親か
　　　　　　　　　もfaもしをすのも通仕化同らてかのち
母のま手が支適の方性のだもらかだ親がつ術塔揚切メがの難がi差だらの
の出てにれにでン’悪場鍾此支のだ一
性來二依は居あデい合と虚へ中其部
質ま化てどりる～レのはi考になでも分
のし慧入うまとので普へ現Nt｝きのの
方たの換云し云法あ通てれだまが性
にか卵へふ元ふ則っの居てかつこ質
化ら集てこ梅風にてメる來らてうが　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

性共と見と谷に依是ンのる極ゐち現
が卯入典か博考るはデはのく環にれ
似をれ例と士へ分凡リ初で正其現た
る調換へ云がら離てズめあ確庭れと　　　　　ちかべへぼふ矢れ遣母ムてるにかて見
とてる一と張る傳i親と践か考らi來る　　コ　　　　　　　し

云見さ化共りのがの違rcらへ卵Qこ
ふるう獄極化で行性つ一我てがそと
ことしとく性あは質て代々見配れが　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

と植て二大に1りれが現目がるてと出
をえ澤化髄就まてi次象の一と來同來
見i墜山獄のてす居のが性代母るじる
たへ調と結興゜る代一質同親のや爾
のたべ二果味　もで代がの選でうへ
で二まつをの　の現づ現雅傳あにば
あ化しの串あ　でれつれ種とる化卯
り獄た材しる　あて先てと云か性殻

．＿　IS2＿



てい就に，Pk化の慧

　にみ一　生かつでが粟あ山日環ま
まなぜ化そんらて差零残iるや一一実
あつれのれだ此居麦とり此つ○化さ
以てか蜥でも畿るへ云が中て七獄う
上ゐらに梅の蛾かなふどで見號にし
のま叉二谷がのとか風う磯隆或はま
結す今化慰十中言らにな蛾一は國す
果夫度獄の四のひうなつし化同盤と
を鵬はの結詰不まとつfeた獄支1歌其
得は二拍L果全藤す思てかもに一七結
て斯化液は部卵とは出との二〇號Jl
福うのを之斯が供れて云が化一或は
谷云蜥入とう九試ま來ふ九獄號は凡
氏Sにれ他云＋頭一S：たζ＋のの國て
は風一養にふ9数今の一爽卵究獄母
自で化此もこさが度で化共藁瑚日親
分あの揚うとう四はすの中を催一にのり血合・一にし百典藪越で植膏○似
考ま液にっなて四反は年卵えを七て
ですをはあつ残十劃僅卵をたな號來
色゜入どりてり一1’9かを生揚せのて
々　 れうま居がで二で生ま合る黒居
と　たなすりどあ化あんな此も種る
解　　場つぞまうり盤りだい時のをの
灘　　・合た　れ需　な　ま　に　ま　も　も　や　を　生　で

は　 ICかは　っし一すののつ使むあ
し　 はと輔　 たて化けががたっ商り
　　　　　　　1て金言のか此鍛れ十非全て温ま居　部ひ揚　と中のど三常艦植催亥り　　二ま合　　雪で卵もぞにのえ青詰
　　　　　　　　　iま　化すに　ぴ獲集大れ澤供登をり
す　性と血　ま蛾を膿か山試させ色
　　　1が　の憂液　すし植のらあ頭うる々ゆ

私　 卵部を’　とたえ傾二つ数云もな
の．　を一入　　是もた向化てがS璽材
考　 生化れ　はの揚をを八三風二料
で　 む性換　二が合知生十百な化を
は　 とのへ　化百にるん三九こ鷲使し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

此　 云卵て　の六どにだそ十とにひ・
　　　　　　　1梅　 ふを見　 種そうはもれ七をはま
貸　　風生た　　をれな之ので頭澤同し
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集演講學科綿窟

あ　るす係く需
9甚謁るにての
まだでも就爾得
す簡あのて方らも

誠軍りでの全れ
にでまは結くた
詰あすな果一結
まり゜いに致果
らま　と依しも
なし　云るたそ
いfe　ふ解もれ
話け　風糧のか
でれ　 ににでら
御ど　結於あ矢
迷も　論きる張
惑中　をま斯b
で上　下しう私
あげ　 して云の
つた　てもう得
たVb　居大風た
らと　り膿にる
う思　まに見前
とふ　し於てか
思こ　てて居ら
ひと　此梅るの
まの　融谷の實
す極　 も君で駿
がζ　私もあの
是大　と以り結
で嬰　考前ま果
了だ　はのすも　　　　　i　　

セ

リけ　大母そ其
まは　膿親れ間
し是　に逡でに
糞で　於傳最少
゜御　てと前し
　話　 一鼓のも
　し　致ふ遺矛
　た　しも傳盾
　積　てののは
　で　居は關な
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